
 社会福祉法人  東香会 

保育理念　 『 いきいき 』

合言葉 　　『 すべて子ども中心 』

基本保育方針 

『子どもの成長・発達・生活に寄与する人はすべて保育者』
『永続的な暮らしを目指し、物質と事象と生命との関係性を深める』
『地域で安心して子育てができるように』

1月の保育主題 

『 そこでもここでも　福笑い 』 

新たな年の華やかさと初々しさを祝う

2024.1.4 

 alleyで子どもたちと生活を共にする大人たち。

そんな大人達がどんな人なのか、深掘りしていきましょう！

今月は事務所職員(その１)です！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アトリエ担当　河合

左から、まえかわさん、おりえさん、ちみかさん
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2024年 1月のスケジュール

ー 看護師より ー ー キッチンより ー

 園長  名古屋 彩佳

ー お知らせ ー

　新年あけましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いします。

　30歳を迎えた頃から、元旦になると行くところがあります。それは茨城にある曽祖父母の家の近くにある三島

神社です。幼い頃、よく親戚の子ども同士で遊びにいった場所であり、手水には曽祖父が彫った「心洗」と刻ま

れた木板が飾られています。

　そこへ行って何かをするわけではありません。一緒に行った家族とその木板をみて、「今年もまだあったよ」

と家族のLINEグループにその写真を送る、ただそれだけです。しかしその時間は生前の曽祖父母を感じられるも

ので、当時の記憶を思い返すきっかけとなっています。2人の存在に触れる瞬間でもあり、私を感じる瞬間でもあ

ります。

　未だに、幼い頃のビデオテープを見ることがありますが、2人が小さな私にあたたかな眼差しを向け、見守って

いる、そんな記録を見て優しく包みこまれる感覚になります。元旦にいく三島神社でも、姿は見えませんが、2人

と触れることで、“私”という存在を肯定的に捉えることができるのだと思います。

　small alleyで過ごす子どもたちにとっても、この場や人が曽祖父母のような存在になったら良いなぁ。

　2歳のすみれ組では少し前から、次の日のランチで使う野菜を買いに行っています。そんな子どもたちが野菜を

買って帰ってきたところに出くわしました。キッチンの栄子さんに「野菜買ってきたよ〜」と声をかけます。す

ると栄子さんは「重かったでしょ〜ありがとうね」と声をかけます。

子どもたちは「ううん、重くないよ！」と言いながら手渡しし、2階のすみれの部屋へ戻るのでした。

　何気ないやりとりですが、この栄子さんの「重かったでしょう」という言葉にほっこりした私がいました。栄

子さんは朝からキッチンの中にいたので子どもたちが野菜を実際に運んでいる姿は見ていません。しかし、子ど

もたちが運ぶ姿を想像して、その気持ちに寄り添い、言葉として声をかけています。相手の中に自分がいて、思

いを寄せてくれている人がいる、栄子さんの「重かったでしょう」という言葉に私自身も心がほぐれていくので

した。

　最近スーパーでもセルフレジが多くなり、私自身もよく利用していますが、改めて人の手から手へものが渡さ

れる、そしてその時に生まれる何気ないやりとりがあること。そんなちょっとした関わりが人が生きる上で必要

な営みではないのかと思いました。もちろん、不快なやりとりに出会うこともありますが。

あけましておめでとうございます。
本年もよろしくお願いします。

厳しい寒さが続いていますね。
先月園で提供した「塩ちゃんこ鍋」は子どもたちに大人気でし
た。30ℓの大きな鍋2つで昆布と鶏がらで出汁をとり、12種類の
食材をぐつぐつと1時間煮込みます。食材から出る出汁が合わ
さり美味しいこと。普段野菜が苦手な子もたくさん食べてくれ
ました。寒いこの時期は鍋を囲んで温まるのもいいですね。

さて、1月の行事食は、
5日　おせち　
9日(人日の節句)　七草粥
11日(鏡開き)　おしるこ
15日(小正月)　小豆粥　を予定しています。
また、30日はかえで組がみそ作りを行います。

日本の伝統的な行事食を味わい楽しみ、今年も元気に過ごしま
しょう！


